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ピクテ・ジャパン株式会社 
 

東京都千代田区丸の内2-6-1 
お問い合わせ窓口 
投資信託営業部 

電話番号 03-3212-1805 
受付時間：委託者の営業日の午前９時から午後５時まで 

ホームページ：www.pictet.co.jp 

  

ピクテ新興国インカム 
株式ファンド(毎月決算型) 
 

 

運用報告書(全体版) 
 
第186期(決算日2023年８月10日) 第189期(決算日2023年11月10日) 

第187期(決算日2023年９月11日) 第190期(決算日2023年12月11日) 

第188期(決算日2023年10月10日) 第191期(決算日2024年１月10日) 
 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し

上げます。 

さて、「ピクテ新興国インカム株式ファン

ド(毎月決算型)」は、2024年１月10日に第

191期の決算を行いましたので、第186期か

ら第191期までの運用状況をご報告申し上

げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますよう

お願い申し上げます。 
 

当ファンドの仕組みは次の通りです。  
商 品 分 類 追加型投信／海外／株式 

信 託 期 間 
2008年１月31日（当初設定日）から無期限

です。 

運 用 方 針 

主に投資信託証券に投資を行い、より優れ

た分配金原資の獲得と信託財産の成長を

図ることを目的に運用を行います。 

主要投資対象 

①ピクテ・グローバル・セレクション・ファ

ンド－新興国ハイインカム株式ファン

ド受益証券 

②ピクテ－ショートターム・マネー・マー

ケットJPY投資証券 

運 用 方 法 

①投資信託証券への投資を通じて、主に新

興国の大企業が発行する高配当利回り

の株式に投資します。 

②実質組入外貨建資産については、原則と

して為替ヘッジを行いません。 

主な投資制限 

①投資信託証券への投資割合には制限を

設けません。 

②投資信託証券、短期社債等、コマーシャ

ル・ペーパーおよび指定金銭信託の受益

証券以外の有価証券への直接投資は行

いません。 

③外貨建資産への実質投資割合には制限

を設けません。 

分 配 方 針 

毎決算時に、原則として以下の方針に基づ

き分配を行います。 

①分配対象額の範囲は、経費控除後の繰越

分を含めた利子・配当等収益と売買益（評

価益を含みます。）等の全額とします。 

②収益分配金額は、基準価額の水準等を勘

案して委託者が決定します。 

③留保益の運用については、特に制限を設

けず、委託者の判断に基づき、元本部分

と同一の運用を行います。 
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○最近30期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 参 考 指 数 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ 百万円 

162期(2021年８月10日) 1,992 5 0.4 12,302 △ 1.6 99.5 110,525 

163期(2021年９月10日) 1,981 5 △ 0.3 12,292 △ 0.1 99.5 106,992 

164期(2021年10月11日) 1,979 5 0.2 12,159 △ 1.1 99.5 104,641 

165期(2021年11月10日) 2,029 5 2.8 12,374 1.8 99.5 104,259 

166期(2021年12月10日) 2,023 5 △ 0.0 12,194 △ 1.5 99.5 101,483 

167期(2022年１月11日) 2,061 5 2.1 12,242 0.4 99.5 101,506 

168期(2022年２月10日) 2,084 5 1.4 12,345 0.8 99.5 100,687 

169期(2022年３月10日) 1,820 5 △12.4 10,898 △11.7 99.5 86,417 

170期(2022年４月11日) 2,012 5 10.8 12,108 11.1 99.4 94,273 

171期(2022年５月10日) 1,981 5 △ 1.3 11,364 △ 6.1 99.3 91,499 

172期(2022年６月10日) 2,049 5 3.7 12,337 8.6 99.4 93,393 

173期(2022年７月11日) 1,907 5 △ 6.7 11,749 △ 4.8 99.5 86,032 

174期(2022年８月10日) 1,947 5 2.4 11,669 △ 0.7 99.5 86,857 

175期(2022年９月12日) 1,984 5 2.2 11,936 2.3 99.5 87,443 

176期(2022年10月11日) 1,927 5 △ 2.6 11,109 △ 6.9 99.6 84,032 

177期(2022年11月10日) 1,945 5 1.2 11,353 2.2 99.5 83,796 

178期(2022年12月12日) 1,924 5 △ 0.8 11,523 1.5 99.6 82,044 

179期(2023年１月10日) 1,929 5 0.5 11,510 △ 0.1 99.5 81,503 

180期(2023年２月10日) 1,976 5 2.7 11,622 1.0 99.5 82,592 

181期(2023年３月10日) 2,000 5 1.5 11,344 △ 2.4 99.4 82,546 

182期(2023年４月10日) 1,951 5 △ 2.2 11,275 △ 0.6 99.5 80,063 

183期(2023年５月10日) 2,053 5 5.5 11,434 1.4 98.2 83,169 

184期(2023年６月12日) 2,182 5 6.5 12,037 5.3 99.4 86,036 

185期(2023年７月10日) 2,184 5 0.3 12,039 0.0 99.5 84,389 

186期(2023年８月10日) 2,232 5 2.4 12,504 3.9 99.4 84,932 

187期(2023年９月11日) 2,252 5 1.1 12,328 △ 1.4 99.4 84,414 

188期(2023年10月10日) 2,199 5 △ 2.1 11,972 △ 2.9 99.4 81,774 

189期(2023年11月10日) 2,273 5 3.6 12,472 4.2 99.5 83,364 

190期(2023年12月11日) 2,208 5 △ 2.6 12,210 △ 2.1 99.6 79,730 

191期(2024年１月10日) 2,276 5 3.3 12,375 1.3 99.5 80,895 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込みです。 

（注） 参考指数はMSCIエマージング・マーケット指数を委託者が円換算し、設定日（2008年１月31日）を10,000として指数化したものです。

 

MSCIエマージング・マーケット指数は、MSCI Inc.が開発した指数です。同指数に対する著作権、知的所有権その他一切の権利はMSCI Inc.

に帰属します。またMSCI Inc.は、同指数の内容を変更する権利および公表を停止する権利を有しています。 
 

  



品 名：90042_140027_191_02_ピクテ新興国インカム株式ファンド(毎月決算型)_998295.docx 

日 時：2024/2/19 10:38:00 

ページ：2 
 

－ 2 － 

○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 参 考 指 数 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率  騰 落 率  騰 落 率 

第186期 

(期  首) 円 ％  ％ ％ 

2023年７月10日 2,184 － 12,039 － 99.5 

７月末 2,275 4.2 12,666 5.2 99.4 

(期  末)      

2023年８月10日 2,237 2.4 12,504 3.9 99.4 

第187期 

(期  首)      

2023年８月10日 2,232 － 12,504 － 99.4 

８月末 2,269 1.7 12,445 △0.5 99.7 

(期  末)      

2023年９月11日 2,257 1.1 12,328 △1.4 99.4 

第188期 

(期  首)      

2023年９月11日 2,252 － 12,328 － 99.4 

９月末 2,226 △1.2 12,163 △1.3 99.5 

(期  末)      

2023年10月10日 2,204 △2.1 11,972 △2.9 99.4 

第189期 

(期  首)      

2023年10月10日 2,199 － 11,972 － 99.4 

10月末 2,185 △0.6 11,872 △0.8 99.6 

(期  末)      

2023年11月10日 2,278 3.6 12,472 4.2 99.5 

第190期 

(期  首)      

2023年11月10日 2,273 － 12,472 － 99.5 

11月末 2,289 0.7 12,452 △0.2 99.5 

(期  末)      

2023年12月11日 2,213 △2.6 12,210 △2.1 99.6 

第191期 

(期  首)      

2023年12月11日 2,208 － 12,210 － 99.6 

12月末 2,289 3.7 12,495 2.3 99.5 

(期  末)      

2024年１月10日 2,281 3.3 12,375 1.3 99.5 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は各期首比です。 

（注） 参考指数はMSCIエマージング・マーケット指数を委託者が円換算し、設定日（2008年１月31日）を10,000として指数化したものです。

 

MSCIエマージング・マーケット指数は、MSCI Inc.が開発した指数です。同指数に対する著作権、知的所有権その他一切の権利はMSCI Inc.

に帰属します。またMSCI Inc.は、同指数の内容を変更する権利および公表を停止する権利を有しています。 
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○当作成期中の運用状況と今後の運用方針 (2023年７月11日～2024年１月10日) 

 

当作成期の分配金再投資基準価額※は、5.6％の上昇となりました。 
※ 「分配金再投資基準価額」は、購入時手数料等を考慮せず、税引前分配金を再投資した場合の評価額を表します。以下同じ。 

 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額および参考指数は、作成期首（2023年７月10日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 参考指数は、MSCIエマージング・マーケット指数を委託者が円換算したものです。 

 

◇主な変動要因 

上昇↑・実質的に組入れている株式の価格が上昇したこと 

上昇↑・実質的に組入れている株式からの配当収入 

上昇↑・円に対して南アフリカランドやUAEディルハムなどが上昇したこと 

 

  

基準価額等の推移 
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・新興国株式市場は、前作成期末から2023年７月末にかけては、米国のインフレ圧力低下を背景とした利上げ

停止の見方が広がったことや、中国政府の景気刺激策への期待感も後押しとなり上昇しました。その後は10

月にかけて、米国国債の格下げや米連邦準備制度理事会（FRB）の金融引き締め政策の継続で高水準の金利

が長期にわたって続くことへの警戒感などを背景に米国長期金利が上昇したこと、中国不動産市場の不透

明感や中東情勢の緊迫化などを材料に下落しました。11月から12月末にかけては、米インフレ圧力の低下な

どからFRBの利上げ終了や早期利下げ観測が広がり、米国長期金利の低下や米ドル安が進行したことなどを

背景に上昇しました。2024年初から当作成期末にかけては、引き続き中国景気への警戒感が根強く意識され

たことや米ドル高の進行などが重荷となり、新興国株式市場は下落しました。 

・新興国通貨の多くは、前作成期末から2023年７月末にかけては、FRBの利上げ停止観測などを背景に堅調に

推移しました。７月以降は、日本銀行が長短金利操作（イールドカーブコントロール）の運用の柔軟化を決

定したことや、FRBの金融引き締め政策の長期化観測や米国長期金利の上昇、中東情勢の緊迫化などを受け

てもみ合い推移する場面もありましたが、日本銀行の金融緩和政策の継続や、新興国の相対的な金利の高さ

などを背景に、11月中旬にかけて多くの新興国通貨は対円で上昇しました。11月下旬から2023年末にかけて

は、FRBの利上げ終了や早期利下げ観測、日本銀行の金融緩和政策修正の可能性などから円高・米ドル安の

動きが強まり、新興国通貨も概ね対円で下落しました。当作成期末にかけては、日本銀行の金融緩和政策修

正やFRBの早期利下げの観測が後退したことで円安・米ドル高の動きとなり、多くの新興国通貨は対円で上

昇しました。 

 

 

投資信託証券への投資を通じて、主に新興国の大企業が発行する高配当利回りの株式に投資し、より優れた

分配金原資の獲得と信託財産の成長を図ることを目的に運用を行ってまいりました。 

 
（注） “PGSF”は「ピクテ・グローバル・セレクション・ファンド」の略称です。以下同じ。騰落率は分配金を再投資したものとして計算し

ています。 

 

株式の実質組入比率を高位に保つため、「ピクテ・グローバル・セレクション・ファンド‐新興国ハイイン

カム株式ファンド」の組入比率を高位に維持しました。 

 

  

投資環境 

組入状況 



品 名：90042_140027_191_02_ピクテ新興国インカム株式ファンド(毎月決算型)_998295.docx 

日 時：2024/2/19 10:38:00 

ページ：5 
 

－ 5 － 

投資先ファンドの組入状況 

＜ピクテ・グローバル・セレクション・ファンド－新興国ハイインカム株式ファンド＞ 

主に新興国に本社を置く大企業または新興国で主な事業活動を行っている大企業が発行する高配当利回り

の株式に投資してまいりました。 

 

◇組入上位10ヵ国・地域    

【前作成期末】  【当作成期末】  
国・地域名 組入比率 

 

国・地域名 組入比率 

中国 23.0％ 中国 20.9％ 

台湾 14.9％ 台湾 15.6％ 

韓国 14.2％ 韓国 15.3％ 

ブラジル 11.5％ ブラジル 14.2％ 

アラブ首長国連邦 6.3％ インド 5.0％ 

メキシコ 4.8％ インドネシア 4.6％ 

インドネシア 3.5％ メキシコ 4.0％ 

サウジアラビア 3.3％ アラブ首長国連邦 3.9％ 

南アフリカ 3.0％ 南アフリカ 2.9％ 

ギリシャ 2.6％ サウジアラビア 2.3％  
（注） 組入比率は当該投資先ファンドの純資産総額に対する評価額の割合です。 

 

◇業種別組入比率    

【前作成期末】  【当作成期末】  

業種名 組入比率 

 

業種名 組入比率 

金融 29.9％ 金融 29.9％ 

情報技術 24.0％ 情報技術 26.1％ 

一般消費財・サービス 7.8％ 資本財・サービス 9.7％ 

資本財・サービス 7.2％ 一般消費財・サービス 6.5％ 

素材 6.4％ コミュニケーション・サービス 5.8％ 

不動産 5.9％ 素材 5.4％ 

エネルギー 5.1％ エネルギー 5.3％ 

コミュニケーション・サービス 4.5％ 生活必需品 5.2％ 

生活必需品 3.8％ 不動産 3.1％ 

公益事業 0.4％ 公益事業 1.1％  
（注） 組入比率は当該投資先ファンドの純資産総額に対する評価額の割合です。業種はGICS（世界産業分類基準）のセクターに基づき表示し

ています。 
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◇組入上位10銘柄      

【前作成期末】  【当作成期末】    

銘柄名 国・地域名 業種名 組入比率 

 

銘柄名 国・地域名 業種名 組入比率 

サムスン電子 韓国 
コンピュータ・ 

周辺機器 
7.2％ サムスン電子 韓国 

コンピュータ・ 

周辺機器 
7.7％ 

台湾セミコンダクター 台湾 
半導体・ 

半導体製造装置 
4.2％ 台湾セミコンダクター 台湾 

半導体・ 

半導体製造装置 
4.5％ 

台湾セミコンダクター 

（ADR） 
台湾 

半導体・ 

半導体製造装置 
3.1％ 

台湾セミコンダクター 

（ADR） 
台湾 

半導体・ 

半導体製造装置 
3.3％ 

ブラジル石油公社 

（優先株） 
ブラジル 

石油・ガス・ 

消耗燃料 
3.0％ インフォシス インド 情報技術サービス 2.9％ 

B3 SA-ブラジル・ 

ボルサ・バルカオン 
ブラジル 資本市場 2.8％ 

B3 SA-ブラジル・ 

ボルサ・バルカオン 
ブラジル 資本市場 2.6％ 

中国建設銀行 中国 銀行 2.4％ 
ブラジル石油公社 

（優先株） 
ブラジル 

石油・ガス・ 

消耗燃料 
2.2％ 

グルポ・フィナンシエロ・ 

バノルテ 
メキシコ 銀行 2.1％ 

グルポ・フィナンシエロ・ 

バノルテ 
メキシコ 銀行 2.1％ 

サウジ・ナショナル・

バンク 

サウジ 

アラビア 
銀行 2.1％ 

テレコム・ 

インドネシア 
インドネシア 

各種電気通信 

サービス 
1.9％ 

ブラジル銀行 ブラジル 銀行 2.0％ 中国建設銀行 中国 銀行 1.8％ 

コパ・ 

ホールディングス 
パナマ 旅客航空輸送 1.6％ 中国工商銀行 中国 銀行 1.8％ 

 
（注） 組入比率は当該投資先ファンドの純資産総額に対する評価額の割合です。業種はGICS（世界産業分類基準）の産業に基づき表示してい

ます。 

 

当作成期末の組入上位銘柄は、 

- サムスン電子 ：世界的な電子機器・電気製品メーカー。半導体、テレビ、各種家電製品、

スマートフォンをはじめとした通信機器など幅広く手がける。 

- 台湾セミコンダクター ：台湾の半導体ファウンドリー。ウェーハ製造、プローブテスト、組み立て、

ファイナルテストのほか、マスクの製造・設計なども行う。 

- 台湾セミコンダクター（ADR） ：台湾の半導体ファウンドリー。ウェーハ製造、プローブテスト、組み立て、

ファイナルテストのほか、マスクの製造・設計なども行う。 

- インフォシス ：ITコンサルティングおよびソフトウエアサービスを提供するコンピュー

ターサービス会社。 

- B3 SA-ブラジル・ボルサ・ 

バルカオン 

：ブラジルを拠点とする金融市場インフラストラクチャープロバイダー。取

引所取引、清算、その他の取引後サービスから店頭（OTC）取引の登録な

どを手がける。 

などとなりました。 

 

＜ピクテ－ショートターム・マネー・マーケットJPY＞ 

短期金融商品等に投資を行い円建てでの高水準の元本の安定性と短期金融市場金利の確保を目指し運用を

行ってまいりました。 
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当作成期中の収益分配は、基準価額の水準等を勘案して決定しました。各決算期の分配金の計算過程につき

ましては、12ページをご覧ください。 

なお、収益分配にあてなかった留保益の運用については、特に制限を設けず、委託者の判断に基づき、元本

部分と同一の運用を行います。 

 

◇分配金および分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第186期 第187期 第188期 第189期 第190期 第191期 

2023年７月11日～ 
2023年８月10日 

2023年８月11日～ 
2023年９月11日 

2023年９月12日～ 
2023年10月10日 

2023年10月11日～ 
2023年11月10日 

2023年11月11日～ 
2023年12月11日 

2023年12月12日～ 
2024年１月10日 

当期分配金 5  5  5  5  5  5  

(対基準価額比率) 0.224％ 0.222％ 0.227％ 0.219％ 0.226％ 0.219％ 

 当期の収益 5  5  5  5  5  5  

 当期の収益以外 －  －  －  －  －  －  

翌期繰越分配対象額 1,263  1,266  1,267  1,270  1,271  1,274  
 
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 「当期の収益」および「当期の収益以外」は小数点以下を切捨てて表示しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。

（注） この様式で示される「当期の収益」は、当ファンドが投資する投資先ファンドからの分配金を受取った場合、実質的に「当期の収益以

外」の原資が含まれて表示されることがあります。 

 

○今後の運用方針 

（１）投資環境 

短期的には、中東情勢への警戒感の高まりや中国景気への不透明感、主要中央銀行による金融政策動向など

を背景に、世界経済の先行きは見通ししづらい状況が続く可能性もあります。しかしながら、長期的には新興

国経済は若い労働人口が豊富であることなどを背景に、中間所得層の持続的な拡大や構造変化に後押しされ、

先進国を凌ぐ成長力を有しているとの見方には変更ありません。アジアを中心に新興国は「デジタル化」や「テ

クノロジー」の分野をけん引する存在であるとともに、脱炭素など世界的な環境課題においても、CO₂（二酸化

炭素）排出削減などで重要な役割を担いつつあるとみており、これまで見過ごされてきた、あるいは新たな価

値の発掘につながる可能性があると期待しています。新興国株式のバリュエーション（投資価値評価）につい

ては、先進国株式に比べて依然として魅力的な水準にあり、新興国株式市場を下支えする材料になると考えら

れます。また、インフレの伸び率の鈍化を受けて、米国の利上げサイクル終了および利下げ開始見込みが高まっ

ていることは、一段の米ドル高の可能性を後退させ、新興国市場にとっても追い風となると考えられます。 

 

（２）投資方針 

投資信託証券への投資を通じて、主に新興国の大企業が発行する高配当利回りの株式に投資し、より優れた

分配金原資の獲得と信託財産の成長を図ることを目的に運用を行う方針です。 

 
※投資先ファンドの主な投資方針につきましては、14ページをご覧ください。 

 

  

収益分配金 
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○１万口当たりの費用明細 (2023年７月11日～2024年１月10日) 

項 目 
第186期～第191期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 14  0.636  (a)信託報酬＝作成期間の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 4)  (0.194)  ・ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、各種情報提供等、 
 基準価額の算出等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 9)  (0.415)  ・購入後の情報提供、交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンド 
 の管理および事務手続等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 1)  (0.028)  ・ファンドの財産の保管・管理、投信会社からの指図の実行等の対価 

（b） そ の 他 費 用 0   0.005   (b)その他費用＝作成期間のその他費用÷作成期間の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.000)  ・監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） ( 0)  (0.005)  ・その他は、目論見書、運用報告書等法定の開示書類の作成等に要する費用 
 その他信託事務の処理等に要する諸費用 

 合 計 14   0.641    

作成期間の平均基準価額は、2,255円です。  

 
（注） 作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出し

た結果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 各項目の費用は、当ファンドが組入れている投資信託証券が支払った費用を含みません。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ご

とに小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

当作成期間の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料およ

び有価証券取引税を除く。）を作成期間の平均受益権口数に作成期間の平均基準価額（１口当たり）

を乗じた数で除した総経費率（年率）は2.07％です。 
 

  

  
（注） ①の費用は、「１万口当たりの費用明細」において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 投資先ファンドとは、当ファンドが組入れている投資信託証券です。 

（注） ①の費用は、投資先ファンドが支払った費用を含みません。 

（注） ①の費用と②③の費用は、計上された期間が異なる場合があります。 

（注） ③その他費用の比率が入手できない投資信託証券の場合、②運用管理費用の比率に総経費率を集計しています。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率と異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2023年７月11日～2024年１月10日) 

 

 

銘 柄 
第186期～第191期 

買 付 売 付 
口 数 金 額 口 数 金 額 

外 

国 

 口 千円 口 千円  
ピクテ・グローバル・セレクション・ファンド－ 
新興国ハイインカム株式ファンド 

25,675 48,450 3,615,723 6,791,260  

ピクテ－ショートターム・マネー・マーケットJPY 629 63,100 386 38,700  
合 計 26,305 111,550 3,616,109 6,829,960  

 
（注） 金額は受渡代金です。 

（注） 単位未満は切り捨てています。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2023年７月11日～2024年１月10日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2023年７月11日～2024年１月10日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○特定資産の価格等の調査 (2023年７月11日～2024年１月10日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○組入資産の明細 (2024年１月10日現在) 

 

銘 柄 
第185期末 第191期末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 口 口 千円 ％ 
ピクテ・グローバル・セレクション・ファンド－ 
新興国ハイインカム株式ファンド 

45,589,444 41,999,397 79,672,857 98.5 

ピクテ－ショートターム・マネー・マーケットJPY 7,796 8,039 804,992 1.0 

合 計 45,597,241 42,007,437 80,477,849 99.5 
 
（注） 比率欄は、純資産総額に対する評価額の比率です。 

（注） 口数・評価額の単位未満は切り捨てています。 

 

  

投資信託証券 
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○投資信託財産の構成 (2024年１月10日現在) 

項 目 
第191期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 79,672,857 97.9 

投資証券 804,992 1.0 

コール・ローン等、その他 880,689 1.1 

投資信託財産総額 81,358,538 100.0 
 

（注） 評価額の単位未満は切り捨てています。 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第186期末 第187期末 第188期末 第189期末 第190期末 第191期末 

2023年８月10日現在 2023年９月11日現在 2023年10月10日現在 2023年11月10日現在 2023年12月11日現在 2024年１月10日現在 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 資産 85,553,620,756   84,915,586,083   82,210,660,717   83,875,618,418   80,302,133,289   81,358,538,986   

 コール・ローン等 890,230,671   874,981,686   913,949,822   852,168,324   801,701,032   830,049,135   

 投資信託受益証券(評価額) 83,664,596,134   83,147,158,783   80,515,679,127   82,109,542,736   78,535,585,080   79,672,857,049   

 投資証券(評価額) 781,183,951   781,135,614   781,031,768   843,817,358   843,937,177   804,992,802   

 未収入金 217,610,000   112,310,000   －   70,090,000   120,910,000   50,640,000   

(B) 負債 621,309,536   501,031,622   436,285,997   511,602,010   571,352,031   462,686,809   

 未払収益分配金 190,224,058   187,413,243   185,948,522   183,380,096   180,581,414   177,716,821   

 未払解約金 338,609,639   219,180,656   165,717,315   239,461,888   300,633,789   200,268,439   

 未払信託報酬 91,794,617   93,719,739   83,997,834   88,096,682   89,430,293   84,075,340   

 未払利息 2,438   2,397   1,537   －   2,196   2,274   

 その他未払費用 678,784   715,587   620,789   663,344   704,339   623,935   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 84,932,311,220   84,414,554,461   81,774,374,720   83,364,016,408   79,730,781,258   80,895,852,177   

 元本 380,448,117,356   374,826,486,695   371,897,044,887   366,760,193,750   361,162,828,182   355,433,643,966   

 次期繰越損益金 △295,515,806,136   △290,411,932,234   △290,122,670,167   △283,396,177,342   △281,432,046,924   △274,537,791,789   

(D) 受益権総口数 380,448,117,356口 374,826,486,695口 371,897,044,887口 366,760,193,750口 361,162,828,182口 355,433,643,966口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 2,232円 2,252円 2,199円 2,273円 2,208円 2,276円 
 
＜注記事項（当運用報告書作成時点では、監査未了です。）＞ 

（貸借対照表関係） 

（注） 当ファンドの第186期首元本額は386,341,249,696円、第186～191期中追加設定元本額は2,746,510,694円、第186～191期中一部解約元

本額は33,654,116,424円です。 

（注） １口当たり純資産額は、第186期0.2232円、第187期0.2252円、第188期0.2199円、第189期0.2273円、第190期0.2208円、第191期0.2276

円です。 

（注） 元本の欠損 

 当作成期末において貸借対照表上の純資産額が元本総額を下回っており、その差額は274,537,791,789円です。 
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○損益の状況 

項 目 
第186期 第187期 第188期 第189期 第190期 第191期 

2023年７月11日～ 
2023年８月10日 

2023年８月11日～ 
2023年９月11日 

2023年９月12日～ 
2023年10月10日 

2023年10月11日～ 
2023年11月10日 

2023年11月11日～ 
2023年12月11日 

2023年12月12日～ 
2024年１月10日 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 配当等収益 314,698,294   309,635,517   307,678,007   303,663,432   299,120,598   294,099,272   

 受取配当金 314,751,029   309,666,114   307,717,446   303,691,045   299,139,996   294,134,905   

 支払利息 △         52,735   △         30,597   △         39,439   △         27,613   △         19,398   △         35,633   

(B) 有価証券売買損益 1,794,162,069   704,848,484   △  2,020,205,332   2,682,540,696   △  2,392,909,655   2,394,640,779   

 売買益 1,824,788,145   720,082,225   5,677,574   2,704,454,930   20,235,243   2,423,791,603   

 売買損 △     30,626,076   △     15,233,741   △  2,025,882,906   △     21,914,234   △  2,413,144,898   △     29,150,824   

(C) 信託報酬等 △     92,466,810   △     94,433,620   △     84,616,710   △     88,754,689   △     90,121,169   △     84,697,558   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 2,016,393,553   920,050,381   △  1,797,144,035   2,897,449,439   △  2,183,910,226   2,604,042,493   

(E) 前期繰越損益金 △ 37,553,001,057   △ 35,137,230,651   △ 34,086,396,954   △ 35,522,000,440   △ 32,269,985,011   △ 34,055,441,049   

(F) 追加信託差損益金 △259,788,974,574   △256,007,338,721   △254,053,180,656   △250,588,246,245   △246,797,570,273   △242,908,676,412   

 (配当等相当額) (   42,442,093,510)  (   41,824,220,270)  (   41,505,113,609)  (   40,939,256,168)  (   40,320,367,903)  (   39,685,149,645)  

 (売買損益相当額) (△302,231,068,084)  (△297,831,558,991)  (△295,558,294,265)  (△291,527,502,413)  (△287,117,938,176)  (△282,593,826,057)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △295,325,582,078   △290,224,518,991   △289,936,721,645   △283,212,797,246   △281,251,465,510   △274,360,074,968   

(H) 収益分配金 △    190,224,058   △    187,413,243   △    185,948,522   △    183,380,096   △    180,581,414   △    177,716,821   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △295,515,806,136   △290,411,932,234   △290,122,670,167   △283,396,177,342   △281,432,046,924   △274,537,791,789   

 追加信託差損益金 △259,788,974,574   △256,007,338,721   △254,053,180,656   △250,588,246,245   △246,797,570,273   △242,908,676,412   

 (配当等相当額) (   42,442,093,510)  (   41,824,220,270)  (   41,505,113,609)  (   40,939,256,168)  (   40,320,367,903)  (   39,685,149,645)  

 (売買損益相当額) (△302,231,068,084)  (△297,831,558,991)  (△295,558,294,265)  (△291,527,502,413)  (△287,117,938,176)  (△282,593,826,057)  

 分配準備積立金 5,631,695,576   5,635,949,994   5,623,193,495   5,652,230,649   5,591,557,881   5,608,377,786   

 繰越損益金 △ 41,358,527,138   △ 40,040,543,507   △ 41,692,683,006   △ 38,460,161,746   △ 40,226,034,532   △ 37,237,493,163   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

（注） 第186期計算期間末における費用控除後の配当等収益（300,902,246円）、費用控除後の有価証券等損益額（0円）、信託約款に規定する収

益調整金（42,442,093,510円）および分配準備積立金（5,521,017,388円）より分配対象収益は48,264,013,144円（10,000口当たり1,268

円）であり、うち190,224,058円（10,000口当たり5円）を分配金額としております。 

（注） 第187期計算期間末における費用控除後の配当等収益（280,814,376円）、費用控除後の有価証券等損益額（0円）、信託約款に規定する収

益調整金（41,824,220,270円）および分配準備積立金（5,542,548,861円）より分配対象収益は47,647,583,507円（10,000口当たり1,271

円）であり、うち187,413,243円（10,000口当たり5円）を分配金額としております。 

（注） 第188期計算期間末における費用控除後の配当等収益（223,061,297円）、費用控除後の有価証券等損益額（0円）、信託約款に規定する収

益調整金（41,505,113,609円）および分配準備積立金（5,586,080,720円）より分配対象収益は47,314,255,626円（10,000口当たり1,272

円）であり、うち185,948,522円（10,000口当たり5円）を分配金額としております。 

（注） 第189期計算期間末における費用控除後の配当等収益（294,637,080円）、費用控除後の有価証券等損益額（0円）、信託約款に規定する収

益調整金（40,939,256,168円）および分配準備積立金（5,540,973,665円）より分配対象収益は46,774,866,913円（10,000口当たり1,275

円）であり、うち183,380,096円（10,000口当たり5円）を分配金額としております。 

（注） 第190期計算期間末における費用控除後の配当等収益（208,999,429円）、費用控除後の有価証券等損益額（0円）、信託約款に規定する収

益調整金（40,320,367,903円）および分配準備積立金（5,563,139,866円）より分配対象収益は46,092,507,198円（10,000口当たり1,276

円）であり、うち180,581,414円（10,000口当たり5円）を分配金額としております。 

（注） 第191期計算期間末における費用控除後の配当等収益（284,833,359円）、費用控除後の有価証券等損益額（0円）、信託約款に規定する収

益調整金（39,685,149,645円）および分配準備積立金（5,501,261,248円）より分配対象収益は45,471,244,252円（10,000口当たり1,279

円）であり、うち177,716,821円（10,000口当たり5円）を分配金額としております。 

 

  



品 名：90042_140027_191_02_ピクテ新興国インカム株式ファンド(毎月決算型)_998295.docx 

日 時：2024/2/19 10:38:00 

ページ：13 
 

－ 13 － 

○分配金のお知らせ  

 第186期 第187期 第188期 第189期 第190期 第191期 

１万口当たり分配金（税込み） 5円 5円 5円 5円 5円 5円 
 
◇分配金を再投資する場合 

 お手取り分配金は、各決算日現在の基準価額に基づいて、みなさまの口座に繰り入れて再投資いたしました。 

 

◇分配金をお支払いする場合 

 分配金のお支払いは、各決算日から起算して５営業日までに開始いたします。 

 

◇分配金は普通分配金に課税され、個人の受益者の場合、源泉徴収の税率は20.315％（所得税15％、復興特別所得税0.315％および地方税５％）

となります。（原則として、確定申告は不要です。） 

 法人の受益者の場合、源泉徴収の税率は15.315％（所得税15％および復興特別所得税0.315％）となります。 

（注） 当作成期末現在で適用される内容であり、税制が改正された場合等は変更される場合があります。 

 

◇元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した額

が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

 

○お知らせ 

 該当事項はございません。 

 

 

 



＜組入投資信託証券の内容＞ 

 
 
ピクテ・グローバル・セレクション・ファンド－新興国ハイインカム株式ファンド 
形態／表示通貨 ルクセンブルグ籍外国証券投資信託／円建て 

主 な 投 資 方 針 

・ 主に新興国に本社を置く大企業または新興国で主な事業活動を行っている大企業が発行
する高配当利回りの株式に投資し、安定的な収益分配を行うこと、また長期的な元本の
成長を目指すことを目的として運用を行います。 

・ 上場株式への分散投資を基本とします。 

関 係 法 人 

管  理  会  社： ピクテ・アセット・マネジメント（ヨーロッパ）エス・エイ 
投資顧問会社： ピクテ・アセット・マネジメント・リミテッド 
保管受託銀行： ピクテ・アンド・シー（ヨーロッパ）エス・エイ 
登録・名義書換事務代行会社、管理事務代行会社、支払事務代行会社：ファンドパート
ナー・ソリューションズ（ヨーロッパ）エス・エイ 

主 な 費 用 

管理報酬：純資産総額の年率0.4％ 
サービス報酬：純資産総額の年率0.1％ 
保管受託銀行報酬：純資産総額の年率0.25％ 
※その他、信託財産に課される税金、弁護士への報酬、監査費用、有価証券等の売買に係
る手数料等の費用が信託財産から支払われます。 

決 算 日 毎年12月31日 

「ピクテ新興国インカム株式ファンド（毎月決算型）」は「ピクテ・グローバル・セレクション・ファンド－新興国ハイイ
ンカム株式ファンド」（ルクセンブルグ籍外国証券投資信託）および「ピクテ－ショートターム・マネー・マーケット
JPY」（ルクセンブルグ籍外国証券投資法人）を主要投資対象としています。以下は、当該組入投資信託証券の内容です。 
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バンク・ピクテ・アンド・シー（ヨーロッパ）エイ・ジー　ルクセンブルグ支店

ピクテ－ショートターム・マネー・マーケットJPY
形態／表示通貨 ルクセンブルグ籍外国証券投資法人／円建て

主 な 投 資 方 針
・円建てでの高水準の元本の安定性と短期金融市場金利の確保を目的とします。
・短期金融商品等に投資します。
・投資する証券の発行体の信用格付は、A2／P2以上とします。

関 係 法 人

管 理 会 社：ピクテ・アセット・マネジメント（ヨーロッパ）エス・エイ
投資顧問会社： ピクテ・アセット・マネジメント・エス・エイ
保管受託銀行：バンク・ピクテ・アンド・シー（ヨーロッパ）エイ・ジー　ルクセンブルグ支店
名義書換事務代行会社、管理事務代行会社、支払事務代行会社：ファンドパートナー・ソ
リューションズ（ヨーロッパ）エス・エイ

主 な 費 用
管理報酬、サービス報酬および保管受託銀行報酬の合計：純資産総額の年率0.3%（上限）
※ その他、信託財産に課される税金、弁護士への報酬、監査費用、有価証券等の売買に係
る手数料等の費用が信託財産から支払われます。

決 算 日 毎年９月30日
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